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1.はじめに

報道雑誌においてはいくつかの文体的特徴が見られる｡例えば､見出しや副見出しにおいて

はすでに起こった出来事を述べる場合も通常は過去時制を使わないとか､また将来のことを述

べる場合も助動詞による未来時の表現を使わないとか､さらに音韻的､統語的反復による工夫

がしばしば生じるといった特徴がある｡この小論では､特に､複合語ならびに複合語的表現の

使用に焦点を絞り､具体例を挙げっっそれらがどのように使われているのか調査し､さらにそ

の使用にはどのような意味があるのか考えてみる｡資料はもっばらrimeとⅣe∽S比Jeeゐの2つ

の報道雑誌を拠り所としている｡その理由は両誌とも入手しやすく､英語を使用言語とする報

道雑誌の1つのモデルと広く考えられていると言えるからである｡

さて､最初にもう1つ述べておくべきと思えることがある｡これまで文体をその関心の対象

としてきた分野はしばしば文体論と呼ばれてきた｡その研究のはとんどが文学にその調査対象

を限定してきたことから､文体論と文学の結び付きは非常に強いものがある｡その結果､この

分野と文学批評の係わりも深いことばよく知られているところであり､文体と言えばそれは文

学作品の言語表現に係わるものという受け取り方が多い｡これは文学的言語というものはそれ

以外のコンテキストで使用される言語と比べ､本質的に優れた言語であるという考え方に由来

するものである｡かっては文法書において示される例はほとんど文学作品からであった｡これ

は文学的言語が権威あるものとされてきたからであろう｡このような考え方はかなり一般に受

け入れられていたように思える｡一昔前には大学の演習や講義で雑誌や広告の英語を扱うと学

生もとまどう状況があったが､これはそのことを表している｡しかし､ある言語(ここでは英

語であるが)を研究するにはさまざまなコンテキストにおける実際の言語使用を観察するべき

は当然のことである｡それがその言語の実際の使われ方を全体として示すことに通じるからで

ある｡実際､文学以外のコンテキストにおける言語表現にもさまざまな工夫が見られるのである｡

このような立場も踏まえて､以下､報道雑誌の英語に見られる複合語･複合語的表現につい

て述べる｡
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2.報道雑誌の複合語･複合語化表現

複合語とは､一般に､複数の既存の語が結合してできた語のことである｡書記形式では､結

合項目が直接連結されるタイプ､結合項目間に単にスペースが置かれるだけのタイプ､さらに､

ハイフォンで連結されるタイプがある｡例えば､わα亡んrooJ乃やg最几grOOmなどは最初の2つの

タイプ､Uよs豆or-♪よe几d抄などは最後のタイプである｡これから取り扱う事例の多くはこれら3

つのタイプのうち最後のハイフォンで連結されているタイプに属するものである｡

さて､このような書記形式における相違は別にして､さらに留意すべき相違がある｡いま例

として使った複合語を別の観点から見ると､例えば､あα亡んroomやJiui花grOOmはもうすでによ

く使われて日常化してしまい､それらの構成素をあまり意識させない固定化された複合語､あ

るいは､複合語とそれほど感じられない単なる語､と言うことができよう｡これらは一般にほ

とんどの辞書に立項されている｡一方､Uis豆or一升ie几d妙にあっては相対的に見てまだ2つの

項目のつながりを意識させる｡調査した辞書の範囲では､これを1つの項目として立てている

扱いは見あたらなかった｡使用した辞書は

乃e月α花domgoぴSeヱ)よc亡われαり扉£ゐe肋gJisんエαれg比αge(me〔加αむrよ(なed且di亡わ花).New

York:RandomHouse,1970.一以下､RHD.

CambT･i(なeInternationalDictionaTT qF
English.Cambridge:Cambridge University

Press,1995.M以下､CmE.

0〟ordAduα花Cedエeαr乃er's上)ic鳥0几αり扉Curre几と肋gJisん(FourとんEdよ扇0花).0Ⅹford:

OxfordUniversltyPress,1989.
M以下､OALD.

LongmanDictionaTT qf'ConteTTPOraTTEnglish(SecondEdition).London:Longman,

1987.
-以下､エβC已

『新英和大辞典』.東京:研究社,1981.
一以下､｢新英和大｣

『新グローバル英和辞典』.東京:三省堂,1994. 一以下､｢グローバル｣

『プログレッシブ英和中辞典』.東京:小学館,1987. 一以下､｢プログ｣

である｡これらのうち､αか且と｢グローバル｣には結合辞として一升ie71d抄の項目が立てられ､

幾っかの複合語が例として記載されている｡αかEではozo乃e-〝ieJld抄,doな)んi乃一々ie花d抄,

user-〝ie花d抄の3例を､他方｢グローバル｣ではαSer-〝ie几dわ′,OZO花e-♪ie花d抄,.わmi抄一

々ie几d抄の3例が挙げられている｡Uis豆or-♪ie几dわ′はいずれにも例示されていない｡∴什£e几dわ′

は生産的な結合辞の1つでいろいろな複合語を生み出すことが可能である｡そういう意味でこ

の結合辞による複合語が逐一辞書に立項されていないことは理解できないことではないが､こ

の結合辞を掲載している辞書が2つだけでそれらが1994年と1995年に出たものであること､

さらにそれらにおいてもこの結合辞の項目の下にuis豆orイrie几d抄が例示されていないことを

考えると､これはむofゐroomや～よui几grOOmと比較して2つの項目のつながりをより我々に直観

的に意識させ､手垢の付いていない新しさを感じさせると言えるだろう｡1

以下で論じる事例はこのような比較的新しいと感じさせる複合語ならびにそれよりもはるか

に大胆な複合語化された表現である｡両者の区別を明確にすることのできない事例が多いが､

結果的にはどちらも単一の語が形容詞として､あるい名詞として文構造で機能するのと同じ機

能を果たしている｡そういう意味では両者とも複合語として扱うことも可能である｡しかし一

方では､単に複合語と呼ぶにはあまりにも元の句や文が明白に目に映る事例もある｡こういう
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事情を考慮して､以下においては｢複合語｣と並行して｢複合語的表現｣という呼称を便宜的

に用いることとする｡

3.形容詞的な複合語･複合語的表現

3.1.句に由来する具体例

まず､構成項目が2つの事例を見てみよう｡2

(1)Joggersmustrunatnightif they hope to breathe freely,andin some areas a

televisionglowingthroughawindowcanbecomeatagretforadriue-byshooter.

(Time.November18,1991)

driue-byshooterとは｢車を走行中(重から不特定の人を狙って)銃を発射する人｣のこと

である｡日本で言えば､いわゆる通り魔的殺人者に相当する｡車と銃の氾濫しているアメリカ

合衆国という現実をこの複合語の背後に見ることができる｡言語構造的にはこの複合語の背後

には動詞句､もう少し限定すれば､定形動詞句があると言えよう｡つまり､Someone drives

by.といった文の動詞句に由来している｡これは上記の辞書のうち｢グローバル｣のみが立項

しているという点で比較的新しい複合語であると考えられる｡この辞書では名詞として類別さ

れ､｢[米]走行中の重からの発砲((犯罪;drive-byshootingとも言う))｣と記述されている｡

しかし､調査した資料の中には､drよue一わッが(1)においてはshooterの前置修飾要素であっ

たように､Shooting以外の名詞とも共起し､前置修飾要素となっている例がさらにある｡例

えば､話題は類似しているが､AmericaIsRed,WhiteandBleedingという見出しを付けら

れた記事の本文中の1つの小見出しはDriue-bystabbings(Newsweek.September27,1993)

と表されている｡しかし､銃による走行中の重からの殺人とは係わりのない話題の中でもこの複

合語は使われている｡次の引用はある英国の男優の所業に関する記事の見出しと副見出しである｡

(2)ADriue-ByScandal

Hollywood:HughGrantgetsarrestedfor`1ewdconduct'

-anditmayactuallyhelphiscareer.That'sshowbiz.

(Ⅳe比′S乙〃eeゐ.JulylO,1995)

(2)においてdriue-byが修飾しているscandalは､Shooting,Shooterが動詞shootに､

Stabbingが動詞にstabに由来するのに対して(Someone shoots/stabs others when s/he

drivesby.)､純然たる名詞である(*Someonescandalswhens/hedrivesby.)｡この点でも

これはいくらか異なった連結であると言えよう｡それはともかく､この男優の､本文で報じら

れているところでは､車の中での行きずりの女性との行為は､行き当たりばったりの､衝動的

なものであったらしく､社会的な性道徳に反すると認められた｡つまり､犯罪である｡この類

似性がこの連結を可能にしていると言えると同時に､書き手はその類似性を読者に伝達するた

めに､そしてそれもセンセーショナルに伝える意図を持って､このような連結を使ったと言え

るだろう｡

いま観察した複合語は<動詞+副詞>という形式であったが､次の例は<動詞+補語>形式

にある｡

(3) Withoutastrongsenseofpersonalsintherecanbenoguilt=andlittlecausefor

Shame….Ofcourse,SOmeadultsdosuffer from a neurotic fixation on childhood

-35-



宮 崎 彰 男

feelingsofshame.Butinmanymanualsoffeel-gOOdpoppsychology,thisneurosis

is used to dismiss theneed for arealistic and wel-instructed conscience.

(Newsu)eeh.February6,1995)

これはTheReturnofSHAMEという見出しの付けられたアメリカ合衆国のモラルの現状

についての記事の中にあるWhatEverHappenedtoSin?と題された囲み記事の1節である｡

ここでは､要するに､何か悪いことをして感じる恥ずかしいという意識や罪悪感は人を神経症

に陥らせることが多いから､良｣L､を持っ必要があるといった考えはまともに考慮しなくてよい

といま流行の心理学の多くのマニュアルでは教えている､といったことが述べられている｡

さて､feel-gOOdは先にも述べたように<動詞+補語>であり､Someone/Something feels

good.がその背後にある｡参考にしている辞書の中では､αかgに記述が見られるだけである｡

そこでは､しかし､"feelgood"という直接連結された形式で立項されていて､形容詞と類別さ

れ､"CauSinghappyandpositivefeelingsaboutlife"という定義が与えられている｡その定

義の付加情報として､いわゆる｢是認的｣あるいは｢軽蔑的｣といった特徴付けはないが､定

義の内容自体は､肯定的に理解すれば｢前向きの｣を意味し､別の受け取り方をすれば｢嫌な

ことを忘れさせる表面的な｣を含意している可能性があるように思える｡次の例を後者のよう

に解釈することば行き過ぎであろうか｡

(4)Bushoutlinesafeel-gOOdplanfor

fightingtherecession,Whichmay

helphisre-electionprospects

morethantheailingeconomy (Time.FebruarylO,1992)

これは当時のアメリカ合衆国大統領ブッシュの年頭教書に関する記事の副見出しである｡彼

は景気後退に対するプランの概要を述べたがそれは病んでいる経済よりも自分の再選の展望に

てこ入れするかも知れない､とはいくらかアイロニカルな響きが感じられる｡この副見出しの

レイアウトは原文のままであるが､3行目と4行目の行末にはぼ等価的構造を持っ名詞句bis

re-electionprospectsとtheailingeconomyを対立的に配置していることもこのアイロニカル

な響きを補強している｡planを修飾している問題の庫eg-gOO(プは､その口語的な軽さにおいて､

副見出しで言及された内容的に重みのないと受け取れるプランと呼応している｡そういう角度

からここの摩e′-gOOdを考えてみると､上で言及した否定的な含意がここにはあると言えるだ

ろう｡このことは(3)における/eeg-gOO(ブの場合にも幾分あてはまる可能性があろう｡この

ような複合語の使用はそれによって､問題とされていることについての書き手の視点を暗示す

ることを可能にすると同時に､読者の解釈を書き手の視点からの解釈に限定することを可能に

する手段の1つと言えるだろう｡

これまで見てきた例は2つの項目から成る複合語であった｡しかし､資料としている報道雑

誌には項目数が2つ以上の形式がしばしば現れている｡次の改革解放政策が中国の人々に考え

方の点でどのような影響を与えているかということについて報じている記事の1節には､その

ような例が見られる｡

(5)Theeconomicreformsofrecentyearshavealsofueled aget-rich-at-any-Pricementa

lity.SaysaWesternacademicinBeijing:"Theproblemofa commodity economy

isthateverythingbecomesacommodity,eVenhumanbeings."

(Time.Novemberll,1991)
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この例は(3)や(4)と同じ線上にある<動詞+補語+前置詞句>という構造を持ってい

る｡そして､その構成要素の項目数は5つである｡その項目数の多さは必然的に読者の目を引

くと言えよう｡これまでの例もその背後には句があったわけであるが､geと-rわん-αと-α町やrわe

は一見して句そのものの存在を明らかにしている｡報道雑誌にはこのような複合語的表現が実

によく生じている｡

ここで興味深いのは､もしこのような前置修飾を使わなければどのような言い方になるだろ

うかということである｡このことを考えてゆくとさらにこの小論で観察しているような複合語

もしくは複合語化された表現の使用の持っ文体上の効果が明らかになってくると思える｡

先程の(3)のfbel-gOOdpoppsychologyの場合はthepoppsychologywhichfeelsgood

と言い換えることができるだろう｡この場合は比較的簡単である｡しかし､(5)のge己-rわゐ-

aトanyTPricementalityにあってはfeel-gOOdpoppsychologyのように関係代名詞を補足し､

動詞を定形に変えるだけではなんともならない｡geトrわゐ-αトα昭一prわeを機械的に後置修飾構

造に移行することばできないということである｡敢えて言い換えれば､thementalitywhich

forcessomeonetotrytogetrichatanypriceと言えるかもしれない｡これ以外の言い換え

の可能性は勿論あるだろうが､ここで明らかなことは言い換えはかなり冗長にならざるをえな

いということである｡この点は先程の(1)のdriue一抄shooterの場合にもあてはまる｡これ

はashooterwhoshootsotherswhens/hedrivesbyとも書き換えることが可能であろうが､

その冗長さとshooterとshootによる無用の意味的反復は元の名詞句の簡潔さと好対照をなす

ことであろう｡3

このように複合語･複合語的表現が冗長を避け､軽快な簡潔さを求めるために使われている

例は雑誌においてしばしば見られるところである｡次の例もこのことを例証していると言える

だろう｡

(6)Intherushtodeploy[100ground-basedinterceptorsby1997]…themilitarywill

havetodesignandstartbuyingSDIbeforeanyofthemissiles,radarorcommunica-

tionsinvolvedaretested.Theproposal…Violatesthef抄-bげore-buyprinciplesthat

Pentagonleaders"havelaboredsohardtoputintoplace."

(rime.June15,1992)

f抄-bげore-buyprinciplesはprincipleswhichdirectssomeonetoflysomethingbefores/he

buysitと言い換えることができるだろう｡しかし､このような言い換えはかなり冗長である｡

そして､かりにこのように言い換えてもこれを原文に入れることばまず難しい｡原文にはすで

にprinciplesを後置修飾する関係詞節が使われているからである｡

次の例では後置修飾はまず不可能と考えられる｡

(7)Andgiventhediuorcing-any-day-TWWCOuPle,snasty two-year Separation,it,s un-

1ikelythesmoochsignaledlingerlngaffection. (Newsweeh.May22,1995)

COuPleを主要語とする名詞句を後置修飾によって書き換えれば､the couple who are

divorcing any day nowとなるだろう｡しかし全体としてはこの名詞句もそれを含む

Separationを主要語とする名詞句の1つの前置修飾要素であるから､このように後置するこ

とは不可能である｡このことがこのような形式をを形成することにつながる表現上の工夫を生

む一方､読者の側でははそれを新鮮なものと受け取ることになるのである｡

さて､次は(7)と異なり後置修飾も選択可能であり､それによって内容的にははぼ同じこ
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とが表現できると思える例である｡

(8)Onanemotional,See-and-be-SeentOurOfSouthAsia,HillaryandChelseaClinton

foundkinshipwithmillionsofotherwomenandyounggirls･

(Time.April17,1995)

ここで問題の名詞句を後置修飾によって言い直してみると､anemOtionaltourofSouth

Asiaonwhichsomeoneseesothersand(s/he)isseenbyothersというような形になるかも

しれない｡しかし､このようにすれば最初の簡潔さが失われるだけでなく､意味的に緊密な関

係があると考えられるemotionalとsee-and-be-Seenが分断されてしまう｡ヒラリーと娘チェル

シーのこの旅行が｢感激的｣であったのは東アジアの女性たちとの｢出会い｣があったからで

ある｡このように複合語化して前置修飾を可能にすることにより､意味的に近い関係にある項

目を構造的位置においても近接させることが意図されていると考えられよう｡

これまで観察してきた例は動詞を中心としている複合語･複合語的表現で､(7)のdiuorc-

よ昭一α昭一血ッ一花0乙〟を除き､その動詞は定形と考えることのできるものであった｡次にこの例外

と同じく動詞が非定形である事例を挙げておこう｡以下､問題となる部分だけを引用する｡

(9)theno-longeTTulingLDP (Newsweeh.August16,1993)

(10)thegushing-and-gOShingTilden-Davis (Time.December23,1991)

(11)thestill-tO-be-ra吋iedNorthAmericanFreeTradeAgreement

(Time.February22,1993)

(12)asoon-tO-be-qPPOintedhigh-1evelgroup (TiTne.July13,1992)

(13)Itseaqy-tO-uSeteChniques (Esquire.February1995)

上の例のうち(9)と(10)は一ing形を含んでおり､(11)(12)(13)はto不定詞を含んで

いる｡このような非定形の動詞を含むものには､これらの例に見られるように､nOlongerと

かyetのような｢時｣の副詞が第1の項目になることが多い｡(13)はその中の最初の項目が

副詞ではなく､形容詞である｡(10)のgusんi昭一α花d-gOSゐ玩gは副詞にも形容詞にも導かれてい

ない点で残りの例と異なっている｡この複合語はそういう特異性だけでなく､gOSbという通

常は感嘆詞と分類されるgoshを動詞として使っている点で特異な表現である○

もうひとつ動詞句に由来する特異な事例を挙げておかねばならない｡これまで観察してきた

例は動詞がその中心的要素であったが､次の例は法助動詞を含んでいるという点でめずらしい｡

(14)ForClinton,NewYorkwasamust-W玩state. (Time.April13,1992)

問題の名詞句を言い換えればastatewheres/hemustwinといった形になるだろう○ この

ような例は複合語的表現の豊かな可能性を示していると言えるだろう｡

さて一方で､動詞をその構成項目として含まない例も多くある｡そのような事例をいくつか

挙げてみよう｡Gloues-QHApproach(Time.March13,1995)はコロンビアに関する記事の

主見出しで､そこでは麻薬に対するアメリカ合衆国の取り組みを報じている｡調査した辞書で

これを項目にしている辞書はないが､gloveの項目の下ではOAエ刀､｢新英和大｣､｢グローバ

ル｣､｢プログ｣が"theglovesareoff,Withtheglovesoff,handlewithglovesoff,take

one,sglovesoff"などの成句を示している○このようないわゆる成句に由来しているが､同

様に､調査した辞書には立項されていない例の1つとしてabolt-froTn-the-blueSovietattack

ontheU.S.(Time.August5,1991)を挙げることができよう｡しかしながら､アフリカの

いくつかの国々での同じ人種が相争う悲惨な状況を述べている記事WhentheWorldShrugs
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の副見出しWhyblach-On-blachviolenceissooftenbalckedout(Neu)SWeeh.April15,1994)

のわJαCゐ-0几-わJαCゐ4やクリントン米国大統領の軍隊における同性愛者に関する方針について述

べている記事の中に現れているthegays-in-the-militaTyCrisis(Time.February8,1993)の

gの′S-よ花-とんe-m混αりなどは､成句に由来するものではなく､その時その時の出来事に係わっ

てタイムリーな試みをしようとした表現上の工夫から生まれているものと言うことが可能であ

ろう｡このことは現在では聞き慣れたと思えるthenuTnerical-import-taTgetimbroglio(TiTne.

February21,1994)にあってもあてはまる｡

これまで挙げた例はすべて名詞を前置修飾する形容詞として機能しているものであった｡機

能上それらとは異なるが､副詞を前置修飾している例を最後に示す｡

(15)Meanwhile,SimiVallen--80%white,13%Hispanic,5%Asian,Only2%black…is a

PristinebedroomcommunityofjustoverlOO,00,Wheretheaveragepriceofahome

is$230,000.Muchofitissofresh-Out-qflthe-Cellqphanenew thatinsomeshopping

mallsthetreesarenotyetshadesize. (Time.May18,1992)

sofT･eSh-Out-qF-the-CellQPhanenewthat‥.とは｢セロハンの包装から取り出したばかり

のようにまっさらなので‥.｣といったことを表しているのであろう｡この新興のベッドタウ

ンの新しさがこの副詞として機能している複合語的表現によってリアルに表現され､書き手の

強調の意図はよく達成されている｡斤esゐ-0α己-qr£ゐe-CeJJ呼んα几eは名詞を後続させれば形容詞

として機能する可能性を持っているが､一般に､この小論で論じているような複合語ないし複

合語化された表現が副詞と連結してそれを前置修飾する事例は大変まれである｡

以上､句から生じている事例を観察してきた｡次の節ではさらに､文から生じていると考え

られる表現の事例を見ていくことにする｡

3.2.文に由来する具体例

これまで観察してきた句に由来するものと比較すると､ここで扱う文に由来する複合語化表

現はそれ程しばしば見られるものではない｡次の例は前回のアメリカ合衆国大統領選挙戦で共

和党と民主党の攻撃合戦が候補者の夫人に関することにまで及んでいることを示している記事

の1節である｡

(16) Theour-WUe-Can-tQP-yOur-W的gamecanbecarriedtoo far.Nosooner hadBush

beenaccusedofinfidelitythanRepublicanPartychairmanRichBondattackedMrs.

Clinton forlikening marrlage tO Slavery--a grOSS distortion of an educational

reviewarticleshewrotein1973. (Time.August24,1992)

ここではハイフォンを削除すればまさに文になる連鎖がgameを前置修飾している｡この1

節はまぎれもなくこの記事の伝達者である書き手が書いているわけであるが､読者にはこの1

節の背後に書き手の声よりも､むしろ互いに攻撃し合っている人々の声を聞くような印象を持

つ｡書き手はここでは攻撃合戟の熱気をよりリアルに伝えることを意図して､現場でもしかし

たら耳にするかもしれないような発話を創作していると考えられよう｡このような考え方を支

持すると思えるのが次の例である｡

(17) There remains a huge problem:Japan's ruling LiberalDemocratic Party

desparatelywantstoproveitscommitmenttoCambodiabycontributingpeople,nOt

JuStCaSh,tOtheU.N.effort.Anythingshortofthat,Tokyoknows,WOuldleadthe
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restoftheworldtodismisitsCambodianpolicyasyetanotherexampleofTokyo's

"we'llholdyourcoat''diplomacy. (Newsweeh.April13,1992)

(17)では(16)のように問題の部分にハイフォンは挿入されていない｡さらに､書き手の

地の文ではないことを明示する引用符号がその初めと終わりに施されている｡このことば

(16)についての考え方を明確に支持していると言えよう｡Weがここで指し示している実体は

日本政府であるから､この引用部は明らかに日本政府によると受け取ることのできるような示

し方である｡しかし､実際には日本政府のだれかが｢我々はあなた方の服を持っていよう｡

(あなた方が汗を流してくれ｡)｣といった自分たちのマイナスのイメージをあたえるであろう

ようなことを述べたとは考えられない｡これは書き手の創作である｡しかし､あたかも日本政

府が言っていること､言ったかも知れないこと､あるいは､言いそうなこととしてこの前置修

飾部を読者に提示しているのである｡

上の2つの例(16)(17)は平叙文に由来するものであった｡文のタイプはこれ以外に疑問

文と命令文があるが､これら3つのタイプのうち平叙文と命令文に由来する表現が最もよく見

られる｡命令文に由来するものを以下いくつか例示してみよう｡関連部分のみを引用する｡

(18)Hosokawa'sdon't-rOChTthe-boatcomments (Newsu)eeh.August23,1993)

(19)amoue-Or-We-Shootultimatum (TiTne.January18,1993)

(20)thekind ofmassive,OUerWhelm-'em-With-firqpower
kind of war that American

generalshavealwayspreferredtofight (Newsweeh.August23,1993)

(18)は否定命令文から生じている｡(19)は命令文+接続詞+平叙文という重文構造から生

じている点で興味深い例である｡(20)ではthemの語頭の子音が脱落した'emが見られる｡こ

のことは先の(16)と(17)にあって述べたような発話的性質とともにこれらの表現が口語的

で､幾分くだけた性格のものであることを物語っていると言えよう｡そして､それは述べてい

ることに対する書き手の判断や態度､ならびに､述べられていることに関与する人物の情緒な

どを表出する道を開く可能性がある｡次の(21)はオーストラリアのかっての首相フォーク氏

が政界を引退して3年後に出版した回顧録で同国の政党や政治家を痛烈に批判していることに

ついての記事の見出しであるが､これはいま述べたことを示す1例となろう｡

(21)ARippingGiue-'eTn-

Farewellto Politics (Time.September5,1994)

疑問文から生じた例としては以下の2つの例を確認している｡

(22)"Wow!Where,stheswimsuit?"photos (Time.August12,1991)

これは1992年用の2つのカレンダーをコミカルに紹介している記事からである｡それぞれ

有名なスーパーモデルの写真を売り物にしたカレンダーで､記事では値段や写真の数など10

の項目を挙げて両者を比較している｡上の引用はそれらの項目の1つで､ここでは省いたがこ

の項目の右に写真の枚数が書かれている｡このような複合語的表現による前置修飾はかなり口

語的でくだけた､遊び気分のコンテキストにその使用域があると言えよう｡

次の例も(22)にあってと同じようなことが言える｡記事はある人気テレビ女優とドラマー

の型破りな浜辺での結婚式を述べているのだが､状況がいくらかわかりやすいように見出しと

後に続く本文の最初の文を引用する｡

(23)TheBrideWore

White--Barely
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Youknow thatit's one ofthose Hqy-Why-don,t-We-get-married-tOday?weddings

Whenthejudgetylngtheknotisthebest-dressedpersonattheceremony.

(Time.March6,1995)

これら2つの例に見られる複合語的表孝則ま(23)で伝えられている出来事と同じくかなり大

胆で､型破りである｡最初の文字を大文字にしてあるのは､疑問符を末尾に付けた手前そうし

ないと落ち着かないということからきているのだろうか｡(22)(23)とも間投詞に導かれてい

ることも興味深い｡いずれにせよ､この種の表現は書き手の遊び気分ないしは述べられている

出来事の軽さを簡潔に伝える手段である｡

4.名詞的な複合語･複合語化表現

前節の3で取り扱った前置修飾要素として働く複合語ならびに複合語化表現に比べ､名詞的

な事例は数が少ない｡以下同様に､句と文に由来する例に分けて観察する｡

4.1.句に由来する具体例

(24)TheU.N.receivesago-alongtosendrelieftostarvingSomalia.

(Time.August24,1992)

(25)ThelastpossibilityseemstobetheonepreferredbymanyofficialsintheBush

Administration,althoughwait-and-Seeistheonlycurrentlyannouncedpolicy.

(Time.September9,1991)

これら2つの複合語はago-alongsignとかawait-and-SeepOlicy/attitudeのように適当な

名詞を後続させれば前置修飾要素として機能する可能性を持っている｡どちらかと言うとそう

いう使われ方のはうが確率が高いと言えよう｡一方､両者はさらにいずれも動詞句から生じて

いるという共通点を持っているが､gO-αgO花gは冠詞が添えられているのに∽αよと-α花d-Seeは単独

で表れているという違いがある｡このことはgo-αgO几gの方が∽αよと一α几d-Seeよりも通常の名詞≠

-一般に辞書で名詞と確認されている名詞-と同列に意識されている度合いが高いことを

示しているとも考えられる｡そのことば逆に後者が相対的に見て注意を引く名詞的複合語と言

うことができるだろう｡とはいえ､いずれも調査した辞書には名詞として立項されていない｡

もう2つ例を挙げよう｡

(26)HeisacharismaticformersoutherngouerTWr-turned-nationalTleaderwithapledgeto

reformgovernment･ (Time.February21,1994)

(27)AndOscardelaRenta'sladylikesuitsbroughtasighofrelieffromtheladies-Who-

WOuldn't-lunch-in-a-Slわーdress. (Newsweeh.November15,1993)

(26)はクリントン氏に関する記事から､(27)はファッションを取り扱った記事から採った

ものである｡いずれもハイフォンをすべて削除してもその結果は英語の文としておかしくない

連鎖がある｡gOVernOrturnednationa11eaderはこれで｢国家の指導者となった知事｣を表す

名詞句である｡変わった表現であるが､Ⅹ(who(has))turnedYのような形式がその背後に

あるのであろうか｡しかし､実際には外側の括弧内の部分を削除した形で名詞句として使われ

ている｡

さて､いま述べたようにいずれもハイフォンを取り去っても全く伝達される基本的意味は変
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わらないのに､わざわざこのような形式を使っている理由はどのようなものであろうか｡それ

はまずもって目立たせるということ以外にないように考えられる｡読者はそのハイフォン付き

の､他の語と異なる形式によって視覚的に問題の部分に注意を向け ざるをえない｡そして､

ハイフォンはそれによって結ばれた複数の項目 【
特に､(27)では8つである

【
を単一

の要素と認識させる｡左から右につながる連鎖の中で､その始まりと終わりを明確に認識させ

る｡連鎖の中の他の部分と分離された部分が1つの固まりとして読者の目に飛び込み､そして､

頑に飛び込むのである｡このことはこの小論で扱っているすべての複合語的な表現にあてはま

ることであるが､(27)の例は目立たせるということに関しては典型的な例と言えよう｡

4.2.文に由来する具体例

これに該当するものは収集した資料では以下の例だけである｡

(28) Thatcasualairofboys-Will-be-bQySStruCkmanyresidentsasinappropriate,given

someofthecomplaints. (TiTne.Apri15,1993)

この1節はアメリカ合衆国のある町に見られる少年たちの性犯罪を取り上げた記事から採ら

れたものである｡どちらかと言うと一般的なことわざがここでは複合語化して使われている｡

これは4.1.で言及した(24)のgo-alongや(25)のwait-and-Seet同じく､Thatcasualboys-

will-be-boysairと言い直し､前置修飾としても使えるように思える｡しかし､airをofを伴っ

た句によって後ろから修飾しようとも､また､いま言い換えた形で前から修飾しようとも､こ

のような複合語による表現は､それを使わない形式がどのようなものだろうかと考えてみると､

簡潔性の点で際立っていると言えよう｡

5.複合語･複合語的表現の文体的効果

Quirketal(1985)は句から生じた前置修飾について述べている中で､anuP-tO-datetime-

tableのようなすでに日常化した表現とhertoo-Simple-tO-be-truedressのようなまだ日常化し

ているとは言いにくい表現とを区別し､後者について｢くだけた､口語的脈絡においてのみ利

用される傾向があり､はとんどの場合､奇抜､慣習軽蔑的､その時限りの使用に起因するぎこ

ちなさという趣を持っている(そしてそれも意図的にそうであるように思える)｣5と言ってい

る｡また､文に由来する前置修飾に関しては､ほとんどの場合｢文による前置修飾にはとっぴ

な､即興的な感じがある｣6と述べている｡

この小論における具体例を通しても､Quirkたちの述べている一般的な特徴のはとんどは例

証されている｡具体例を論じる中で､それらの目新しさ､それゆえに我々の注意を引き付ける

ことも述べた｡新しいがゆえにそれは既存の表現との対立をはらみ､その背後に社会に背を向

ける姿勢が隠れている場合もあろう｡これらは複合語･複合語的表現の一般的な特徴であり､

その本質は､目立っこと､つまり､それ自体の表現形式に必然的に読者の目を向けさせる目新

しさである｡

この小論では一般的特徴のみならず､この本質的な特徴ならびに簡潔さ-一単に簡潔という

だけでなく､1つの固まりで情報を提示する特徴--が報道雑誌においていかに利用されてい

るかということを観察してきた｡報道するからにはその情報が伝達されなければならない｡読

者が記事に目を止めなければ何も始まらない｡その点で具体例の中には見出しから採られたも
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のがいくっかあったが､これは当然のことである｡さらに､伝達する側の書き手は読者が引き

続き本文を読むようにする努力をしなければならない｡複合語化された表現の文体的効果はそ

れが持っ新しさと簡潔さの程度にこのことに奉仕する｡さらに､書き手は読者が単に読み続け

るだけでなく､書き手の視点と同じ視点で読んで(解釈して)くれることを望むものである｡

書き手は複合語･複合語的表現の目新しさと簡潔さによって､効率よく自分が述べている出来

事または人物にどのような態度を取っているか読者に伝え､場合によっては読者が気づかない

ままにそのような態度を読者に植え付けることも可能である｡また､これらの持っ口語的特徴

のゆえに､見出しと本文のいずれにおいてもそこで述べられている場面の状況をリアルに読者

に伝達し､それらに関する書き手の態度を読者に暗黙のうちに共有するように促すことも可能

である｡以上の複合語･複合語化表現が実際の使用の中でもたらす文体的効果はその一般的特

徴とともにこの表現の可能性に係わる重要な特徴である｡

6.おわりに

初めにも述べたように､報道雑誌にはいくつかの文体的特徴が観察される｡これまで見てき

た複合語･複合語化表現の使用もその1つであり､それによって効果的に書き手が読者に働き

かけるコミュニケーション作用の1面が示されたと考える｡複合語･複合語的表現の元となっ

ている句や文あるいはそれに基づいた言い換えを使わずに複合語･複合語的表現を使うことに

よって基本的意味を越えた文体的意味が伝達される｡また､そのような言い換えではなく統語

的にも語彙的にも異なる表現を使った場合と複合語･複合語的表現を使った場合とでは同じ出

来事を述べても異なる視点が示される｡このような選択も大いに文体的意味に係わっている｡

このように選択による文体的意味の伝達作用が文学以外のコンテキストにおいても日常的に､

想像力に基づいて創造的に行われていることば興味深い｡さまざまな種類の英語にさらに関心

が向けられるべきであろう｡

注

1uisitorJナiendlyはEssexCouTurySideMaga2ine,Vol.42,Issue455,November1994で確認し

ている｡

なお､ここでの区別をあまり意識しないという反応もあるかもしれないが､雑誌に実際に生じている

例はuよsわorニケie几d′ッといったものよりはるかにインパクトの強い事例である｡

2 以下の引用例において問題にする点をわかりやすくするため､その部分を斜字体で表記する｡

3(3)のajbel-gOOdplanはaplanwhichmakessomeonefeelgoodと､(4)のfbel-gOOdpop

psychologyはthepoppsychologywhichmakessomeonefeelgoodとも言い換えることが可能

であろう｡こういう解釈を採ればfeel-gOOdも同様に簡潔さに寄与している例となろう｡

4 この複合語の表現力は､この副見出し全体の中で考慮されるとき､さらに興味深く議論することが可

能だろう｡

5 RandolphQuirketal(1985),A CoTTtPrehensiue GraTTmar
qFthe助glish

Language

(LondonandNewYork:Longman),p.1336.

6Jわid‥p.1337.
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